
真
珠
湾
攻
撃
の
軍
神
岩
佐
中
佐
と
同
じ

群
馬
県
前
構
市
に
生
ま
れ
て

私
は
群
馬
県
の
前
橋
市
で
生
ま
れ
育

ち
ま
し
た
。
あ
え
て
出
生
地
を
強
調
す

る
の
は
、
私
が
戦
争
下
で
特
別
に
衝
撃

を
受
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

○裟簑勤撃対米強硬派の某等内閣の成立によって甫戦は避けられないとみたアメリカ

は，最終国書（八ル＝ノート）を捷示し，日米交渉は決嚢した。1鋸1年12月8日・日本はマ

レー半島に上陸するとともにハワイの榊を攻撃し．アジア太平洋戦争が始まった。

一
九
四
一
年
　
（
昭
和
一
六
年
）
　
十
二

月
八
日
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
、
真
珠

湾
で
ア
メ
リ
カ
艦
船
を
撃
沈
し
た
日
本

の
特
殊
潜
航
廠
　
（
せ
ん
こ
う
て
い
）
　
の
艇

長
、
岩
佐
直
治
中
佐
が
前
格
生
ま
れ
で
、

軍
（
い
く
さ
）
　
の
神
様
が
前
橋
に
突
然
現

れ
た
の
で
す
。
街
中
が
大
さ
わ
ざ
に
な

り
ま
し
た
。

▲
琴
8
軍
神
の
鴨
を
歌
っ
た
り

「
軍
神
岩
佐
中
佐
の
歌
」
が
作
ら
れ
、

私
も
毎
日
の
よ
う
に
思
い
を
込
め
て
唱

い
ま
し
た
。
そ
の
一
飾
、

∝
　
香
る
勲
（
い
さ
お
）
　
の
絶
筆
を
」

手
に
せ
る
父
は
微
笑
（
ほ
ほ
え
）
み
て
、

鳴
呼
（
あ
あ
）
軍
神
の
母
泣
か
ず
”

“
軍
神
岩
佐
中
佐
こ
そ
、
そ
の
名
冠
た
り

永
久
（
と
こ
し
え
）
　
に
″

さ
ら
に
、
こ
の
軍
神
の
恩
師
市
川
直
治

先
生
が
、
高
等
小
学
校
の
私
の
担
任
教
師

で
、
名
前
も
同
じ
直
治
で
し
た
か
ら
大
変

な
鳥
の
で
、
小
学
生
は
集
団
で
、
岩
佐
家

と
墓
参
り
に
日
参
し
ま
し
た
。
で
も
、
そ

の
時
の
両
親
の
対
応
に
違
和
感
を
感
じ
ま

し
た
が
、
私
た
ち
子
ど
も
心
に
は
そ
の
気

持
ち
を
推
謝
す
る
こ
と
は
全
く
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

自
分
か
ら
塵
畢
生
董
型
悪
巨
艦

一
方
、
学
校
で
は
、
軍
神
に
続
け
と
ば

か
り
の
教
育
指
導
の
連
日
で
、
私
も
陸
軍

少
年
航
空
兵
に
親
の
許
可
な
く
志
願
し
、

受
験
し
ま
し
た
が
、
体
が
小
さ
か
っ
た
か

ら
か
、
「
乙
合
格
・
場
合
に
依
っ
て
は
召

集
す
る
か
も
知
れ
な
い
か
ら
待
機
す
■
る
よ

う
に
」
と
の
結
果
で
高
等
小
学
校
を
卒

業
し
た
の
で
、
前
橋
郊
外
の
軍
需
工
場
に

太平洋戦争（1鋸1＝昭和16年．12月8日）

◎真珠湾攻撃1941年ほ月8日．ハワイの真珠湾に
停泊する米太平洋檻膠を日本海軍が爆撃した。この奇
襲攻撃にアメリカ側は強く反発。「リメンバー・パー

ルハーバー」の標語のもと，日本との戦争に踏み切った。

▲＜上写真＞東京書籍l胃鵠日本史」
より、＜下写真＞第一学習社r最
薪世界史国表Iよリコピー・．

就
職
し
、
鍛
造

課
設
計
班
に
所

属
し
、
こ
こ
．
で

れで避ら屋し攻マメは
る危しれ根た撃ンリじ

うたたが　0を戦力め

く畑り突工受閑のて

と

ろ達の’き巻け機グ’

でら中退破のま

し
た
。
（
裏
衝
に
）



昭和20年8月5日夜の、r前橋空襲の日」のスケッチ。
金井さん自身が当時を思い出して緒かれたものです1

（8本を爆雷するB－29）

▲r829」は、Boei咽8－29
5uperlortress（ボーイング由スー

′叩‾r超空の葺義jという
量畦のアメリガ・ボーイング社製の
大型長距義徽攣義．全長30m、全
編43m．爆弾搭載量9トン、乗員10
名．4発のプロペラをもち、艦義距離
4585キロm最萬時速576キロ．

鰹戦覇道の1944年6月初出攣し、
3月の東京空襲、大l阪空襲、餉攣空
襲はじめ、広島へ厩鶴投下の＿rエノ
ラ・ゲイ人長嶋長嶋投下のrボック

スカー」など、．全損各嶋の蓼市空義
で猛轟をふるった．轟度1万mを飛
行できる高位艦のため、この高度を
飛べないゼロ戦などの日本の鴨■義
はまったく義がたたなかった．

私
は
戦
時
下
で
食
事
も
満
足
に
食
べ

ら
れ
な
い
の
で
大
変
ひ
も
じ
い
思
い
で
、

「
空
車
警
報
」
　
に
な
り
全
員
が
工
場
外

に
避
難
し
た
と
こ
ろ
で
、
工
場
の
食
堂

に
侵
入
し
、
腹
二
ハ
イ
食
べ
た
時
は
、

命
は
二
の
次
で
し
た
。
そ
の
後
は
食
堂

で
は
見
張
り
一
人
は
残
る
様
に
な
り
ま

し
た
。

前
横
雲
凛
　
母
と
二
人
で

炒
豆
と
バ
ケ
ツ
を
持
っ
て
逃
げ
る

い
よ
い
よ
戦
闘
が
激
し
く
な
り
、
一

▲「グラマン馳（F4Fワイルドキャッ
ト）も全長8．封へ全幅11．蝕nの小
型の畿員義で、七重からの儀鍍揮
樹で恐れられた．昭和20年8月の
康町空轟く無線等・長町紡義工
場・康ノ町釈）もこの機による．

九
四
五
年
　
（
昭
和
二
〇
年
）
　
八
月
五
日
、
・

前
橋
が
夜
の
九
時
五
十
分
頃
か
ら
B
2

9
爆
撃
機
の
来
襲
で
、
焼
夷
弾
（
し
ょ
う

い
だ
ん
）
が
投
下
さ
れ
全
市
火
の
海
。
私

は
母
と
二
人
で
大
豆
の
煎
っ
た
物
の
布

袋
一
つ
と
バ
ケ
ツ
一
つ
を
持
っ
て
逃
げ

ま
ど
い
ま
し
た
。
バ
ケ
ツ
は
火
を
か
ぶ

っ
た
ら
防
火
用
水
を
汲
ん
で
体
に
か
け
る

た
め
に
、
豆
は
当
面
の
食
糧
、
あ
と
の
こ

と
は
何
も
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

の
一
晩
で
、
前
橋
の
八
割
が
焼
失
し
ま
し
た
。

ア
〆
り
椚
鶴
か
ら
ピ
弓
が
義
か
九

人
の
噂
で
は
、
こ
の
空
襲
に
前
も
っ
て
ヾ

ア
メ
リ
カ
機
か
ら
ビ
ラ
が
撒
か
れ
た
と
の
こ

と
。
「
前
橋
良
い
と
こ
糸
の
街
、
五
日
を
過

ぎ
れ
ば
灰
の
街
」
。
こ
の
あ
と
八
月
十
日
に

は
す
ぐ
隣
の
伊
勢
崎
市
が
空
襲
に
遭
い
、
「
伊

勢
崎
良
い
と
こ
横
磯
（
は
た
）
　
の
街
、
十
日
を

過
ぎ
れ
ば
灰
の
街
」
。
そ
の
通
り
の
結
果
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
■

も
っ
と
早
く
緒
戦
を
決
断
し
て
い
れ
ば

ど
れ
だ
け
事
く
の
人
が
助
か
っ
た
か

こ
れ
ら
の
敵
の
攻
撃
に
対
し
て
日
本
軍

は
何
の
対
抗
も
■
な
く
、
空
襲
が
終
わ
っ
て

か
ら
、
探
照
灯
で
空
を
席
ら
し
た
だ
け
。

こ
れ
が
戦
争
末
期
の
状
態
で
、
八
月
十
五

日
が
戦
争
終
結
と
な
り
、
あ
と
十
二
、
三

日
早
く
終
戦
を
決
断
し
て
い
れ
ば
、
ど
れ

だ
け
多
く
の
人
達
が
助
け
ら
れ
た
か
、
残

念
の
極
み
で
す
。
（
「
董
】
全
島

儒者諸富盲五二百事盲扁丁汚毒海祀領事緬詣1 を出版萱」．！烹烹た．．三工，烹．ユニ上LL．．コ烹一烹”J三二．鸞た．＿……＿．．ま．＿烹烹ここ烹．．ヱ盟烹＿：亡．ごこ．三上：亡．ま．＿…烹＿．烹．記し…j

「私の戦争体験」篤12匝l（ニュース恥50）に萄臨された佐藤邦雄さん（九条の会会員）
は、昨年10月に＜左コピー＞の本（B5版・240ページ）を出版されました。
佐藤さんは昭和7年．安達郡太田村（現二本松市）に生まrL閻楓第12回に

書かれたように、r職■鋪っ卿、敵帥紛てきた叫膚蓼鴨落ときれる劇恥辱い
ところ罷職争鯵人々例暮らし醐糾コ静脈いたJこと、「邑繹自衛の戦
争だったのかJ rアジア命解放・独立の僻事だった句か」などアジア太平洋戦争の実
相を、生い立ちを述べつつ淡々とした筆致で静かに綴られています。大変読みやす
く一気に読破させられ、大きな感銘をうけ、会員の皆様にもこ推薦申し上げます。
希望の方は、直接艦義邦壌土ん（，75－○抑ヲ　蕪欄昆布慮町区二鳥町I－I3・

丁札OZM一王ト～けさ）へお申し出をいただきたい、とのことです。


